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お使いになる前に 
 
この度は、当社の製品をお買い上げ頂き、ありがとうございます。 
 
この取扱説明書は本製品の取扱い方法や構造、保守等について解説しており、安全にお使い頂く為

に必要な情報を記載しています。 
 
本製品をお使いなる前に必ずお読み頂き、十分理解した上で安全にお使い頂きますよう、お願い致

します。 
製品に同梱の CD には、当社製品の取扱説明書が収録されています。 
製品のご使用につきましては、該当する取扱説明書の必要部分をプリントアウトするか、またはパ

ソコンで表示してご利用ください。 
 
お読みになった後も取扱説明書は、本製品を取り扱われる方が、必要な時にすぐ読むことができる

ように保管してください。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【重要】 
• この取扱説明書は本製品専用に書かれたオリジナルの説明書です。 
• この取扱説明書に記載されている以外の運用はできません。記載されている以外の運用

をした結果につきましては、一切の責任を負いかねますのでご了承ください。 
• この取扱説明書に記載されている事柄は、製品の改良にともない予告なく変更させて頂

く場合があります。 
• この取扱説明書の内容について、ご不審やお気付きの点などがありましたら、「アイエイ

アイお客様センターエイト」もしくは最寄りの当社営業所までお問合せください。 
• この取扱説明書の全部または一部を無断で使用・複製する事はできません。 
• 本文中における会社名、商品名は、各社の商標または登録商標です。 
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安全ガイド 
安全ガイドは、製品を正しくお使い頂き、危険や財産の損害を未然に防止するために書かれたもの

です。製品のお取扱い前に必ずお読みください。 
 

産業用ロボットに関する法令および規格 
 

機械装置の安全方策としては、国際工業規格 ISO/DIS12100「機械類の安全性」において、一般論

として次の 4 つを規定しています。 
 
 
 
 
 
 
 
これに基づいて国際規格 ISO/IEC で階層別に各種規格が構築されています。 
産業用ロボットの安全規格は以下のとおりです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
また産業用ロボットの安全に関する国内法は、次のように定められています。 
 
労働安全衛生法 第 59 条 

危険または有害な業務に従事する労働者に対する特別教育の実施が義務付けられています。 
 
労働安全衛生規則  
 第 36 条 ············特別教育を必要とする業務 

第 31 号 (教示等) ·············· 産業用ロボット (該当除外あり) の教示作業等について 

第 32 号 (検査等) ·············· 産業用ロボット (該当除外あり) の検査、修理、調整作業

等について 
 
 第 150 条 ··········産業用ロボットの使用者の取るべき措置 

安全方策 本質安全設計 
安全防護 ····························安全柵など 
追加安全方策 ·····················非常停止装置など 
使用上の情報 ·····················危険表示・警告、取扱説明書 

タイプＣ規格 (個別安全規格) ISO10218 (マニピュレーティング 
産業ロボット－安全性) 

JIS B 8433 
(産業用マニピュレーティング

ロボット－安全性) 
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労働安全衛生規則の産業用ロボットに対する要求事項 
 
 
作業エリア 作業状態 駆動源のしゃ断 措 置 規 定 

運転開始の合図 104 条 
可動範囲外 自動運転中 しない 

柵、囲いの設置等 150 条の 4 
する 
(運転停止含む) 作業中である旨の表示等 150 条の 3 

作業規定の作成 150 条の 3 
直ちに運転を停止できる措置 150 条の 3 
作業中である旨の表示等 150 条の 3 
特別教育の実施 36 条 31 号

教示等の 
作業時 

しない 

作業開始前の点検等 151 条 
運転を停止して行う 150 条の 5 

する 
作業中である旨の表示等 150 条の 5 
作業規定の作成 150 条の 5 
直ちに運転停止できる措置 150 条の 5 
作業中である旨の表示等 150 条の 5 

可動範囲内 

検査等の 
作業時 しない 

(やむをえず運転中

に行う場合) 特別教育の実施 
(清掃・給油作業を除く) 36 条 32 号
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当社の産業用ロボット該当機種 

労働省告知第 51 号および労働省労働基準局長通達 (基発第 340 号) により、以下の内容に該当す

るものは、産業用ロボットから除外されます。 

(1) 単軸ロボットでモータワット数が 80W 以下の製品 
(2) 多軸組合せロボットで X・Y・Z 軸が 300mm 以内、かつ回転部が存在する場合はその先端を

含めた最大可動範囲が 300mm 立方以内の場合 
(3) 多関節ロボットで可動半径および Z 軸が 300mm 以内の製品 

当社カタログ掲載製品のうち産業用ロボットの該当機種は以下のとおりです。 

1. 単軸ロボシリンダ 
RCS2/RCS2CR-SS8□でストローク 300mm を超えるもの 

2. 単軸ロボット 
次の機種でストローク 300mm を超え、かつモータ容量 80W を超えるもの 
ISA/ISPA，ISDA/ISPDA，ISWA/ISPWA，IF，FS，NS 

3. リニアサーボアクチュエータ 
ストローク 300mm を超える全機種 

4. 直交ロボット 
1～3 項の機種のいづれかを 1 軸でも使用するもの 

5. IX スカラロボット 
アーム長 300mm を超える全機種 
（IX-NNN1205/1505/1805/2515、NNW2515、NNC1205/1505/1805/2515 を除く全機種） 
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当社製品の安全に関する注意事項 
ロボットのご使用にあたり、各作業内容における共通注意事項を示します。 
 
No. 作業内容 注意事項 
1 機種選定 ●本製品は、高度な安全性を必要とする用途には企画、設計されていません

ので、人命を保証できません。従って、次のような用途には使用しないで

ください。 
①人命および身体の維持、管理などに関わる医療機器 
②人の移動や搬送を目的とする機構、機械装置 
(車両・鉄道施設・航空施設など) 

③機械装置の重要保安部品(安全装置など) 
●次のような環境では使用しないでください。 

①可燃性ガス、発火物、引火物、爆発物などが存在する場所 
②放射能に被爆する恐れがある場所 
③周囲温度や相対湿度が仕様の範囲を超える場所 
④直射日光や大きな熱源からの輻射熱が加わる場所 
⑤温度変化が急激で結露するような場所 
⑥腐食性ガス(硫酸、塩酸など)がある場所 
⑦塵埃、塩分、鉄粉が多い場所 
⑧本体に直接振動や衝撃が伝わる場所 

●製品は仕様範囲外で使用しないでください。著しい寿命低下を招き、製品
故障や設備停止の原因となります。 

2 運搬 ●運搬時はぶつけたり落下したりせぬよう充分な配慮をしてください。 
●運搬は適切な運搬手段を用いて行ってください。 
●梱包の上には乗らないでください。 
●梱包が変形するような重い物は載せないでください。 
●能力が 1t 以上のクレーンを使用する場合は、クレーン操作、玉掛けの有資

格者が作業を行ってください。 
●クレーンなどを使用する場合は、クレーンなどの定格荷重を超える荷物は

絶対に吊らないでください。 
●荷物にふさわしい吊具を使用してください。吊具の切断荷重などに安全を

見込んでください。また、吊具に損傷がないか確認してください。 
●吊った荷物に人は乗らないでください。 
●荷物を吊ったまま放置しないでください。 
●吊った荷物の下に入らないでください。 

3 保管・保存 ●保管・保存環境は設置環境に準じますが、特に結露の発生がないように配

慮してください。 
4 据付け・ 

立ち上げ 
(1) ロボット本体・コントローラ等の設置 
●製品(ワークを含む)は、必ず確実な保持、固定を行ってください。製品の

転倒、落下、異常動作等によって破損およびけがをする恐れがあります。 
●製品の上に乗ったり、物を置いたりしないでください。転倒事故、物の落

下によるけがや製品破損、製品の機能喪失・性能低下・寿命低下などの原

因となります。 
●次のような場所で使用する場合は、遮蔽対策を十分行ってください。 

①電気的なノイズが発生する場所 
②強い電界や磁界が生じる場所 
③電源線や動力線が近傍を通る場所 
④水、油、薬品の飛沫がかかる場所 
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No. 作業内容 注意事項 
(2) ケーブル配線 
●アクチュエータ～コントローラ間のケーブルやティーチングツールなどの

ケーブルは当社の純正部品を使用してください。 
●ケーブルに傷をつけたり、無理に曲げたり、引っ張ったり、巻きつけたり、

挟み込んだり、重いものを載せたりしないでください。漏電や導通不良に

よる火災、感電、異常動作の原因になります。 
●製品の配線は、電源をオフして誤配線がないように行ってください。 
●直流電源(+24V)を配線する時は、+/-の極性に注意してください。 

接続を誤ると火災、製品故障、異常動作の恐れがあります。 
●ケーブルコネクタの接続は、抜け・ゆるみのないように確実に行ってくだ

さい。火災、感電、製品の異常動作の原因になります。 
●製品のケーブルの長さを延長または短縮するために、ケーブルの切断再接

続は行わないでください。火災、製品の異常動作の原因になります。 
(3) 接地 
●コントローラは必ず D 種(旧第 3 種)接地工事をしてください。接地は、感
電防止、静電気帯電の防止、耐ノイズ性能の向上および不要な電磁放射の
抑制には必ず行わなければなりません。 

4 据付け・ 
立ち上げ 

(4) 安全対策 
●製品の動作中または動作できる状態の時は、ロボットの可動範囲に立ち入

ることができないような安全対策(安全防護柵など)を施してください。動

作中のロボットに接触すると死亡または重傷を負うことがあります。 
●運転中の非常事態に対し、直ちに停止することができるように非常停止回

路を必ず設けてください。 
●電源投入だけで起動しないよう安全対策を施してください。製品が急に起

動し、けがや製品破損の原因になる恐れがあります。 
●非常停止解除や停電後の復旧だけで起動しないよう、安全対策を施してく

ださい。人身事故、装置の破損などの原因となります。 
●据付・調整などの作業を行う場合は、「作業中、電源投入禁止」などの表示

をしてください。不意の電源投入により感電やけがの恐れがあります。 
●停電時や非常停止時にワークなどが落下しないような対策を施してくださ

い。 
●必要に応じて保護手袋、保護めがね、安全靴を着用して安全を確保してく

ださい。 
●製品の開口部に指や物を入れないでください。けが、感電、製品破損、火

災などの原因になります。 
●垂直に設置しているアクチュエータのブレーキを解除する時は、自重で落

下して手を挟んだり、ワークなどを損傷しないようにしてください。 
5 教示 ●教示作業はできる限り安全防護柵外から行ってください。やむをえず安全

防護柵内で作業する時は、「作業規定」を作成して作業者への徹底を図って

ください。 
●安全防護柵内で作業する時は、作業者は手元非常停止スイッチを携帯し、

異常発生時にはいつでも動作停止できるようにしてください。 
●安全防護柵内で作業する時は、作業者以外に監視人をおいて、異常発生時

にはいつでも動作停止できるようにしてください。また第三者が不用意に

スイッチ類を操作することのないよう監視してください。 
●見やすい位置に「作業中」である旨の表示をしてください。 
●垂直に設置しているアクチュエータのブレーキを解除する時は、自重で落

下して手を挟んだり、ワークなどを損傷しないようにしてください。 
※安全防護柵・・・安全防護柵がない場合は、可動範囲を示します。 
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No. 作業内容 注意事項 
6 確認運転 ●教示およびプログラミング後は、1 ステップずつ確認運転をしてから自動運

転に移ってください。 
●安全防護柵内で確認運転をする時は、教示作業と同様にあらかじめ決めら

れた作業手順で作業を行ってください。 
●プログラム動作確認は、必ずセーフティ速度で行ってください。プログラ

ムミスなどによる予期せぬ動作で事故をまねく恐れがあります。 
●通電中に端子台や各種設定スイッチに触れないでください。感電や異常動

作の恐れがあります。 
7 自動運転 ●自動運転を開始する前には、安全防護柵内に人がいないことを確認してく

ださい。 
●自動運転を開始する前には、関連周辺機器がすべて自動運転に入ることの

できる状態にあり、異常表示がないことを確認してください。 
●自動運転の開始操作は、必ず安全防護柵外から行うようにしてください。 
●製品に異常な発熱、発煙、異臭、異音が生じた場合は、直ちに停止して電

源スイッチをオフしてください。火災や製品破損の恐れがあります。 
●停電した時は電源スイッチをオフしてください。停電復旧時に製品が突然

動作し、けがや製品破損の原因になることがあります。 
8 保守・点検 ●作業はできる限り安全防護柵外から行ってください。やむをえず安全防護

柵内で作業する時は、「作業規定」を作成して作業者への徹底を図ってくだ

さい。 
●安全防護柵内で作業を行う場合は、原則として電源スイッチをオフしてく

ださい。 
●安全防護柵内で作業する時は、作業者は手元非常停止スイッチを携帯し、

異常発生時にはいつでも動作停止できるようにしてください。 
●安全防護柵内で作業する時は、作業者以外に監視人をおいて、異常発生時

にはいつでも動作停止できるようにしてください。また第三者が不用意に

スイッチ類を操作することのないよう監視してください。 
●見やすい位置に「作業中」である旨の表示をしてください。 
●ガイド用およびボールネジ用グリースは、各機種の取扱説明書により適切

なグリースを使用してください。 
●絶縁耐圧試験は行わないでください。製品の破損の原因になることがあり

ます。 
●垂直に設置しているアクチュエータのブレーキを解除する時は、自重で落

下して手を挟んだり、ワークなどを損傷しないようにしてください。 
※安全防護柵・・・安全防護柵がない場合は、可動範囲を示します。 

9 改造 ●お客様の独自の判断に基づく改造、分解組立て、指定外の保守部品の使用

は行わないでください。 
●この場合は、保証の範囲外とさせていただきます。 

10 廃棄 ●製品が使用不能、または不要になって廃棄する場合は、産業廃棄物として

適切な廃棄処理をしてください。 
●製品の廃棄時は、火中に投じないでください。製品が破裂したり、有毒ガ

スが発生する恐れがあります。 
 



 
 

7 

注意表示について 

各機種の取扱説明書には、安全事項を以下のように「危険」「警告」「注意」「お願い」にランク分

けして表示しています。 
 
レベル 危害・損害の程度 シンボル 

危険 取扱いを誤ると、死亡または重傷に至る危険が差し迫って生じる

と想定される場合  
危  険 

警告 取扱いを誤ると、死亡または重傷に至る可能性が想定される場合
 

警  告 

注意 取扱いを誤ると、傷害または物的損害の可能性が想定される場合
 

注  意 

お願い 傷害の可能性はないが、本製品を適切に使用するために守ってい

ただきたい内容  お願い 
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取扱上のご注意 
 

• PS-24電源は、DC24Vを駆動源とするIAI製コントローラの専用電源です。 
 
• 入力電力は、AC100V仕様とAC200V仕様の2種類が存在します。 
 
• 本電源は電源容量が不足した場合でも、容量の大きな電源に置きかえる必要はありません。本電

源を追加接続することにより、並列運転が可能です。最大5台まで、接続可能です。 
 
• 本電源は、並列運転を可能とする為に、電圧変動があります。(24V±10%) 
 
• IAI製以外の電源とは、接続できません。 
 
• 入出力端子への結線が、本取扱説明書に示されているように、正しく行われていることをお確か

めください。 
 
• 製品のよごれをとる場合は、中性洗剤を使用してください。アルコール等を使用しますと、塗装・

シルクが剥がれる恐れがあります。 
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1. 各部の名称と働き 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① RDY 表示 
正常時点灯します。 
[2. RDY 表示と RDY 出力信号 参照] 

 
② 過負荷検出レベル設定用ダイヤル 

メーカ調整用です。シールを剥がさないでください。 
 
③ RDY 出力信号 

正常時 ON(導通)します。 
[2. RDY 表示と RDY 出力信号 参照] 

 
④、⑤ +24V 出力端子 

※④、⑤は内部で接続されています。 
 
⑥、⑦ 0V 出力端子 

※⑥、⑦は内部で接続されています。 
 
 ⑧ フレームグランド端子 

電源の筐体に接続されている接地用の端子です。 
 
⑨ 交流入力端子 

AC100, 200V 仕様共通の入力端子です。 
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⑩ 交流(AC100V)入力端子 
AC100V 仕様時の入力端子です。 

 
 

 
 
⑪ 交流(AC200V)入力端子 

AC200V 仕様時の入力端子です。 
 
 
 
 
(注) AC100V 入力仕様の場合は⑨、⑩間へ、 

AC200V 入力仕様の場合は⑨、⑪間へ電源を接続します。 
兼用ではありません。 

 

注意：所定の電源以外の接続はしないでください。

注意：所定の電源以外の接続はしないでください。
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2. RDY 表示と RDY 出力信号 
 

正常時、RDY 表示は点灯･RDY 出力信号は ON(導通)となっています。本 RDY 表示が消灯およ

び RDY 出力信号が OFF となった場合、負荷の低減または本電源の追加をしてください。 
 
RDY 表示が消灯、RDY 出力信号が OFF となる要因として以下の場合も考えられますのでご注意

ください。 
 
• 過熱保護回路・過電圧保護回路等がはたらき、出力が停止した時。 
• 入力電源が入っていない時、および低い場合。 

 
また、過電流保護が働いた場合は正常に機能しません。 
なお、RDY 表示と RDY 出力信号は連動しています。 

 

電源の状態 RDY 出力信号 RDY 表示 
• 正常時(負荷率が設定値より低い場合) ON 点灯 
• 負荷率が設定値を超過した場合 
• 出力停止時 
• 電源未入力時または低い場合 

(• 過電流検出回路動作時) 

OFF 消灯 

 

使用する電線は下記仕様を満足したものを使用してください。 

項 目 仕 様 

適合電線 

撚線:AWG サイズ 22(0.3mm2)(銅線) 

 (注) 切屑により短絡しないよう端末処理を注意してください。 

また、電線経路が長い場合は中継端子台を設けて、電線径を変

えてください。 

 

 

 

 

 

絶縁被覆の温度定格 60℃以上 

むき線長 

 

 

 

 

RDY 出力信号は、フォトカプラで絶縁されており、オープンコレクタ出力です。 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

(注) 本端子を直列に接続する場合は、残留電圧を考慮してください。 

9mm 
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3. 製品の確認 
 

本製品は、標準構成の場合、以下の部品で構成されています。 

万が一、型式違いや不足のものがありましたら、お手数ですが、販売店または当社までご連絡く

ださい。 

 

3.1 構成品(オプションを除く) 

 
番号 品 名 型 式 

1 24V 電源本体 型式銘板の見方、型式の見方参照 
付属品 

2 ファーストステップガイド  
3 取扱説明書(CD)  
4 安全ガイド  

 

 

3.2 取扱説明書(CD)に収録されている本製品関連の取扱説明書 

 
番号 名 称 管理番号 

1 PS-241/PS242 24V 電源 取扱説明書(本書) MJ0129 
 

 

3.3 型式銘板の見方 

 

 

 

 

 

 

 

3.4 型式の見方 

 
 

 

 

 

 

 

型式

シリアル番号

P S - 2 4 1  

[入力電源] 

1：AC100V 
2：AC200V 
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4. 基本仕様 
 

仕様一覧 

仕様項目 AC100V 仕様 
PS-241 

AC200V 仕様 
PS-242 

定格直流出力電圧 24V±10%(負荷により変動) 
定格直流出力電流 8.5A 
瞬時最大直流出力電流 17A 
定格出力電力 204W 
効率 80% 
定格入力電圧 
(周波数) 

AC100～115V 
(50/60Hz) 

AC200～230V 
(50/60Hz) 

入力電圧範囲 AC90～125V AC180～250V 

入力電流 3.5A 
(AC100V 全負荷時) 

1.8A 
(AC200V 全負荷時) 

出力保持時間 20〔msec〕 (周囲温度 25・C、定格入出力条件下にて) 
保護回路 過電流保護、過電圧保護、過熱保護、過負荷保護 
並列運転 可能 
動作周囲温度 0~50℃(ディレーティング*1 あり) 
動作周囲湿度 30～85%RH(結露なきこと) 
冷却方法 自然空冷 

耐電圧 AC2000V 1 分間(入力-出力間) 
AC2000V 1 分間(入力-筐体間) 

絶縁抵抗 DC500V 100M・以上(出力-筐体間) 
回路方式 他励型フライバックコンバータ 
質量 約 0.9kg 

 

*1 ディレーティング：故障率を少なくすることを目的に定格より低い負荷で使用することです。 
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5. 外形寸法図 
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6. 設置環境 
 

次のような場所は避けて設置してください。 

 

• 周囲温度が0～50℃の範囲を超える場所 
• 温度変化が急激で結露するような場所 
• 相対湿度が30%RH未満または85%RHを越える場所 
• 腐臭性ガス、可燃性ガスのある場所 
• じん埃、塩分、鉄粉が多い場所 
• 本体に直接振動や衝撃が伝わる場所 
• 日光が直接あたる場所 
• 水、油、薬品の飛沫がかかる場所 

 
次のような場所で使用する時は、しゃへい対策を十分に行ってください。 

 
• 静電気などによるノイズが発生する場所 
• 強い電界や磁界が生じる場所 
• 電源線や動力線が近くを通る場所 
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7. 設置およびノイズ対策 
 

1. 接地 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 放熱及び取付けについて 

自然空冷タイプの電源です。下図のように垂直に壁掛けとなる方向に取付けてください。 
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取付け方法は、A(標準)の他、B の方法も可能ですが、温度に対する出力電流特性が異なります。 

いずれも特性値以内でご使用ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意：本製品は、放熱のため、大変熱くなりやけどの危険があります。 
通電中および通電後温度が下がるまで筐体に触らないでください。 
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8. 出力電圧 
 

本電源は並列運転が可能で、出力電圧は、正常動作時であっても、負荷により24V±10%以内で変

動します。 
無負荷時は、25.8V 前後の電圧値になります。この変動は、当社製 24V コントローラの動作には、

まったく問題ありません。 
 

本電源は負荷に応じて実線と破線の間で電圧が変動します。 
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9. 保護機能 
保護機能として、以下の4種類の回路を用意しています。 

 

(1) 過電流保護回路 
定格以上の電流が出力された場合(短絡状態も含む)は、電圧は急激に低下します。過電流状態

が解除されれば自動的に復帰します。 
同時に多くのコントローラの電源を投入した場合、突入電流により過電流保護回路が働く場合

があります。 
 
各アクチュエータ用コントローラの電源投入時や、非常停止回路解除の時、異常に電圧が低下

する現象が発生した場合には、この原因が考えられます。 
(実際の現象としては、電源の立ち上がりや非常停止解除に異常に時間を要します。) 
このような場合には順次起動を行うか電源の増設が必要です。 

 
(2) 過電圧保護回路 

出力電圧が異常に上昇した場合には過電圧保護回路が働きます。 
電圧上昇が続いた場合、出力をしゃ断します。復帰方法は、入力電源を一旦しゃ断し、約2分
間以上間隔をおいてから入力電源を投入してください。 
 
なお、過電圧保護回路が働いた場合は、内部素子の故障等の可能性があります。数回電源を再

投入しても正常に出力されない場合は修理が必要になります。当社までご連絡ください。 
 
(3) 過熱保護回路 

過熱保護機能回路は、周囲温度または内部温度の異常上昇(約80℃)を検出し出力をしゃ断しま

す。復帰方法は、入力電源を一旦しゃ断し、十分冷却してから入力電源を投入してください。

過熱保護機能が頻繁に働く場合は周囲温度および負荷率を下げてください。 
 
(4) 過負荷検出機能 

過負荷検出回路が働くと、負荷に応じて出力電圧は低下します。負荷率を軽減することにより

復帰します。約8.7A以上の電流が連続して流れると動作します。 
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10. 並列運転 
 

以下の条件で、並列運転は可能です。 

 

• 並列運転は5台までとしてください。また、PS-24電源以外の電源ユニットを並列に接続しない

でください。 

 

• 出力端子はプラス側、マイナス側とも2端子ずつを用意しています。そのうち1端子を並列接続

用、残り1端子を負荷への接続用として使用してください。 
 

• 並列運転をする場合は、接続されているPS-24電源の全てを同時に電源投入してください。負

荷が多い場合、過電流検出回路が働き、正常に起動できない場合があります。 

 

• 負荷はひとつの電源に偏ることがないよう、それぞれの電源に均等に接続してください。 

電源投入時の突入電流などで出力電圧が低下することがあります。 
 
• 負荷ケーブル、渡りケーブルは電流を考慮しAWG18(0.75sq)以上の同一の太さのものを使用

してください。またできるだけ短く配線してください。 

 

• 複数台電源を並列に接続した場合、出力電流は約90%の出力特性となります。 

電流容量を確認のうえ並列接続を行ってください。 

 

1台･･･定格8.5A 
2台･･･定格15.3A(8.5A×2×0.9) 
3台･･･定格22.95A(8.5A×3×0.9) 

 

 

 

 

 

 

• 電源の並列接続の配線と負荷側への配線は必ず分離してください。また、それぞれをツイスト

することによってノイズ特性が向上します。 

注意：1. 無負荷状態で、電源を投入した場合、RDY 表示･RDY 出力信号が ON しないこと

があります。負荷を接続すれば正常に動作します。 
 2. 直列運転はできません。 
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11. 故障と思われる前に 
 

内容 対策 

出力電圧が出ない 

• 規定の入力電圧が接続されていますか 

• 出力回路で短絡や地絡が発生していませんか 

• 過電圧回路・過熱保護回路が動作した直後に電源 

を再投入していませんか 

• 並列運転時に、同時に電源を投入していますか 

• 周囲温度が高くありませんか 

• 負荷が大きすぎませんか 

出力電圧が低い • 負荷が大きすぎませんか 

RDY 表示が点灯しない • 負荷が大きすぎませんか 
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 付録1   
 

電源ユニットPS-241/PS-242とコントローラの接続台数 
 

表1. アクチュエータと電源電流の関係 

コントローラ

タイプ 
アクチュエータ

タイプ モータ電源容量 電源電流〔A〕 

定格 1.3 SA4､SA5､RA4 
(20W)タイプ 最大 4.4 

定格 1.3 SA6､RA4 
(30W)タイプ 最大 4.0 

定格 1.7 

RCA 

RA3 
(20W)タイプ 最大 5.1 

定格 1.3 SA3 
(10W)タイプ 最大 4.4 

定格 1.3 SA5､TA6 
(20W)タイプ 最大 4.4 

定格 1.3 RN3N､RP3N､GS3N､

GD3N､SA3N 
TC3N､TW3N､TF3N､

TA4C､TA4R 
(10W)タイプ 

最大 4.4 

定格 1.3 SA6､TA7 
(30W)タイプ 最大 4.4 

定格 1.7 RA4､TA5 
(20W)タイプ 最大 5.1 

定格 1.7 

RCA2 

RN4N､RP4N､GS4N､
GD4N 

SD4N､TC4N､TW4N､
TF4N 

(20W)タイプ 
最大 5.1 

定格 0.8 RA1L､SA1L 
(2W)タイプ 最大 4.6 

定格 1.0 RA2L､SA2L 
(5W)タイプ 最大 6.4 

定格 1.3 

ACON 
ASEL 
ASEP 

RCL 

RA3L､SA3L 
(10W)タイプ 最大 6.4 

定格 0.4 20P 
最大 2.0 
定格 0.4 28P 
最大 2.0 
定格 1.2 35P 
最大 2.0 
定格 1.2 42P 
最大 2.0 
定格 1.2 

PCON 
PSEL 
PSEP 

56P 
最大 2.0 
定格 4.2 PCON 

RCP2 
RCP3 

86P 
最大 6.0 
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電源ユニットの台数 
 

表2. 電源の定格電流と許容瞬時最大電流 

接続台数 定格電流〔A〕 瞬時最大電流〔A〕 
1台 8.5 17 
2台 15.3 30.6 
3台 22.95 45.9 
4台 30.6 61.2 
5台 38.25 76.5 

※ 2台目以降は10%の安全率(損失)を考慮します。 
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 付録2   
 

接続台数の決定方法 
 
表1および、2を参考にし、負荷の定格電流が電源の定格電流以内におさまるように台数を決定 
してください。 
 
電源には、負荷率検出のためのRDY表示があります。また並列接続による増設が可能ですので、 
実際に運転を行って 
• RDY表示が消灯する 
• 過電流回路が働いてしまう 
等の現象が起きた場合に、電源の並列台数の追加を行うようにすれば最適な運転を行うことがで 
きます。 
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電源容量の計算方法 
 

＜定格電流＞ 

アクチュエータごとの定格電流〔A〕×アクチュエータの台数 ＜ 1台の電源の定格電流[8.5A] 
＜瞬時最大電流＞ 

アクチュエータごとの最大電流〔A〕×同時起動を行うアクチュエータの台数 ＜ 1台の電源の瞬

時最大電流[17A] 
[ 定格電流および最大電流は表1参照 ] 

 

【計算による選定例】 
 

(例1) 
• アクチュエータ RCA2-SA3を6台接続し、同時にサーボONを行った場合 

＜定格電流＞ 

1.3A × 6台 =  7.8A ＜  8.5A (1台) 
＜瞬時最大電流＞ 

4.4A × 6台 = 26.4A ＞ 17.0A (1台) 
＜ 30.6A (2台) 

 

(例2) 
• アクチュエータ RCA2-RN4Nを2台､RCL-RA3Lを2台､RCP2-SA5Cを2台接続し､同時に

サーボONを行った場合 

＜定格電流＞ 

1.7A × 2台 ＋ 1.3A × 2台 ＋ 1.2A × 2台 =   8.4A ＜  8.5A (1台) 
＜瞬時最大電流＞ 

5.1A × 2台 ＋ 6.4A × 2台 ＋ 2.0A × 2台 =  27.0A ＞ 17.0A (1台) 
＜ 30.6A (2台) 

 

 

① 複数台のアクチュエータを同時に最大負荷・最大加速度で同じ動作を行う場合 

(例1)(例2)では定格電流は8.5A以内となるが、瞬時最大電流は17Aを超えるので1台では容量不

足となります。 

→2台の並列接続が必要です。 

 

② • サーボONのタイミングをずらす。 

• 複数台のアクチュエータを同時に最大負荷・最大加速度で同じ動作を行わない。 

→上記の2つの条件が整えば、1台の接続で動作可能です。 
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保証期間と保証範囲 
 
お買い上げいただいた製品は、当社の厳正な出荷試験を経てお届けしております。本製品は、

次の通り保証致します。 
 
 

1. 保証期間 
 
保証期間は以下のいずれか先に達した期間と致します。 

 
• 当社出荷後 18 ヶ月。 
• ご指定場所に納入後 12 ヶ月。 

 
 

2. 保証範囲 
 
上記期間中に、適正な使用状態のもとに発生した故障で、かつ明らかに製造者側の責任により

故障を生じた場合は、無料で修理を行います。但し、次に該当する事項に関しては、保証範囲

から除外されます。 
 

• 塗装の自然退色等、経時変化による場合。 
• 消耗部品の使用損耗による場合(ケーブル等)。 
• 機能上、影響のない発生音等、感覚的現象の場合。 
• 使用者側の不適当な取扱い、並びに不適当な使用による場合。 
• 保守点検上の不備、または誤りによる場合。 
• 純正部品以外の使用による場合。 
• 当社または当社代理店によって認められていない改造等を行った場合。 
• 天災、事故、火災等による場合。 

 
尚、保証は納入品単体の保証とし、納入品の故障により誘発される損害はご容赦願います。 
また、修理は工場持ち込みによるものと致します。 

 
 

3. サービスの範囲 
 
納入品の価格には、プログラム作成及び技術者派遣等により発生する費用を含んでおりません。

従いまして、次の場合は、保証期間内であっても別途費用を申し受けさせていただきます。 
 

• 保守点検。 
• 操作方法等の技術指導及び技術教育。 
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変更履歴 
 

改定日 改定内容 

 
2008.02 

 
2010.08 

 
初版 
 
第 2 版 
• 安全ガイド追加 
• 項目順番変更 
• 付録 : [電源ユニット PS241－PS242 とコントローラの接続台数]の

   例等更新 
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